
決算書掲載頁　P171

内
訳

認定農業者をはじめとして、経営規模を拡大し効率的かつ安定的な農業経営を図ろうとする中心的な農業経営体を支援
する。また高齢者や女性が、農業を通じて伝統文化などを次の世代に残していけるよう支援するとともに、定年帰農者な
ど新たな担い手の育成・確保を図る。さらに農の多面的機能を維持するため
優良農地の保全、生産基盤の確保を推進
し、直売所支援を通じて消費者のニーズに即した農産物の流通、供給を図る。

認定農業者等の中心経営体への支援、研修講座による新たな担い手農家の育成・確保、広域的な連携も視野にいれた
有害鳥獣対策など、地域農業全体の活性化を図るため、地域農業関係者及び関係機関・団体と協力のもと各事業を推
進していく。
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産業振興部農林課

事業： 営農支援体制推進事業 0231
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農家の育成・確保・規模拡大をめざし、事業を行っていく。

A

事業について予定通り実施することができた
が、経費の削減も検討しつつ、さらに充実した
支援体制を整えていく必要性がある。

A

B

B

目

標

地域の実情に即して、意欲的に取り組む農業者の創意と自主性に基づく営農活動を促進し、農業者の意識と地位の向
上、農地の有効利用、農業経営基盤強化、担い手農家の育成・確保・規模拡大を一体的に推進し、地域農業全体の活
性化を図る。
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女性、高齢者の豊かな経験、知識及び技能を十分に発揮できるような環境づくりを通じて、伝統文化などを次の世代に
残すとともに、地産地消の推進をめざす。
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直営 平成4年度

高齢及び女性農業従事者

国の平成２５年度予算の概要によると、女性は農業就業人口の５１％（H24）を占めており、農業や地域の活性化におい
て重要な役割を果たしている。また、農業就業人口の６０％（H24）が６５歳以上となっている中で、農業・農村の活性化に
女性・高齢農業者の有する豊富な技術や経験を活かすことが求められている。さらに農業の持つ心身機能回復等の多
面的な機能の活用や生きがいの場としての活用などを通じて、農家女性や高齢者の意欲を高め、農業の担い手確保・活
性化を図っていく。
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農家女性・高齢者の知識や技能を活かした講習会等を実施することにより、市民との交流を進めるとともに、伝統文化
の継承及び地産地消の推進を図る。目

標
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事業：営農支援体制推進事業                                

 

農家数が減少し、農業従事者の高齢化、若者の農業離れが進み、担い手不足が深刻化するなかで、農業の持続的

な発展及び農用地等の公益的機能、多面的機能の維持を図っていくため、農業の担い手の育成・確保が重要な課題

となっている。 

このため、農業に関する基礎知識等を習得することが可能な農業研修講座の開催や農業を通じて伝統文化など次

の世代に残すことを目的とした女性農家による講習会などを支援する。さらに、有害鳥獣による農作物被害を未然

に防ぐことで農家の経営安定を図る。 

 

   

  

 

 

細事業：女性・高齢者対策事業                                

１．郷土食料理講習会の開催 

 

農家女性の豊かな経験や知識等を活かし、市民との交流を進めるため、生活改善クラブ連絡協議会会員を講師と

した、市主催の郷土食料理講習会を実施した。 

 

 郷土食料理講習会：平成２５年２月１２日開催 

      参加者：１３名 


